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Critics who consider Quentin Tarantino to be typicaly postmodern usualy emphasize his
 
quotations from and alusions to previous films of various genres.However,by examining his
 
modernistic repetition,duality,fragmentation and so on,we can make it clear that there is an
 
ironic conflict between modernist and postmodernist aspects in Tarantino’s films.In this
 
article,we analyze his formalistic phases and show a way to commit criticaly to viewpoints that
 












































































































































1』（Kill Bill Vol. 1,2003）『キル・ビルVol.2』






















































































































principle of recurrence seems to be funda-
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over./MANAGER:Everybody just be calm
 
and cooperate with them and this wil be al
 
over soon!），マーヴィンを誤射した際のヴィン
セントの台詞（“I shot Mervin in the face.”）
が，ジュールスに銃を突きつけるパンプキンに

















































































































































































































































































































3) “The Literature of Exhaustion.”“The Liter-















6) Northrop Frye,Anatomy  of  Criticism :






















































seling,no trial separation,get fucking di-
vorced.”という一文も，自分の愛車が傷つけら
れたことに憤慨するヴィンセントへのランス
の応答，“No trial,no jury,straight execu-
tion.”との逐字相的反響を含む細部である。
14) これは，『卒業』（The Graduate，マイク・ニコ
ルズ監督，1967）の冒頭でベンジャミン（ダス
ティン・ホフマン）を捉える横移動のショット
と類似している。両作品が人生の一段階から他
の段階への移行をテーマにしている点を考え
れば，この一致は意義深い。
15) 同時に，作品外部へと考察を拡大すれば，
『ジャッキ ・ーブラウン』自体がパム・グリアの
再起を期した作品であることは，作品内部の物
語内容と共鳴する事態であると言える。こうし
た「復活」の主題は，タランティーノのフィル
モグラフィー全般においてインターテクス
チュアルに反復されている。もちろん，『パル
プ・フィクション』のジョン・トラヴォルタの
「復活」――作品外部では彼の俳優としてのカ
ムバック，作品内部では彼が演じるヴィンセン
トの錯時法による再登場――がその代表例で
ある。
16) エルがバド殺害のために仕込んだ毒ヘビがキ
ドーのコードネームと同じであることは，エル
によるバド殺害が，逐字相的には，キドーの復
讐の成就であることを意味する。
17) 5歳のビルがエステバンと観た映画は，律儀に
も逐字相的に，『郵便配達は二
・
度
・
ベルを鳴らす』
である。（傍点筆者）
18)『キル・ビルVol.2』の末尾に置かれているNG
ショットが，キドーによる師パイ・メイの行為
の反復，つまりエルの片目を抜く行為であり，
さらに念の入ったことに，もうワンテイク撮る
ことを求める（つまり反復を要求する）ユマ・
サーマンの発言で終わることは，最終章のタイ
トルが‘Face to Face’であることと共に，逐
字相的に必然的な細部のもう一つの例である。
19) 冒頭のヴァニータとの殺し合いの場では，彼女
が「シリアル」（cereal）の箱に隠した銃をキ
ドーに向けて撃ったことにより，キッチンの床
一面にその中味が撒き散らかされることにな
るのだが，それは「連続殺人＝シリアル・キリ
ング」（serial kiling）の物語の冒頭に置かれる
挿話の適切な演出である。
20) このハンバーガーの話が，ヴィンセントから
ジュールスへ，そしてジュールスが受け売りし
てブレットへと「反復」されることも同様に逐
字相的意義を持つ。
21) 言うまでもなく，同様の逐字相的理解は『トゥ
ルー・ロマンス』（True Romance,1993）の終
結部についても当てはまる。
22) 加えて，物語の展開において「Aが非Aに帰結
する」例も挙げることができるだろう。『パル
プ・フィクション』において，愛車に傷をつけ
られたことに激しく憤慨していたヴィンセン
トは，その車をランスの家に自ら衝突させるこ
とになる。『キル・ビル』において，ナイフ使い
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のヴァニータが最後は銃で攻撃し，逆にキドー
によってナイフで殺害されることも同義であ
ろう。運命のアイロニーと考えれば記述相的意
味をも有するこうした事例は，「A＝非A」の
ヴァリエーションとして逐字相的に理解する
ことが可能である。
23) 付言すれば，この作品おけるデヴィッド・キャ
ラダインの演技は特筆に価する域にある。『キ
ル・ビルVol.1』において，『キル・ビルVol.
2』への期待を煽るようにビルの姿が隠された
ままであったため，後者の成功がビルの造形に
最も多く依存することになるのだが，冒頭から
キャラダインの演技はそれを見事に達成して
いる。特にこの場では，かつての愛人への愛情
や執着が冷酷さや薄情さと異常な精度で一致
し得る恋に落ちた殺し屋の逐字相的感情が，キ
ドーの復讐の正当性を認める諦念を伴いつつ，
キャラダインの演技によって完全に外在化さ
れている。
24) この話を聞いたキドーの「私はスーパーヒー
ロー?」という問いかけに対して，ビルはこう
答える，「お前は人殺し，生
・
ま
・
れ
・
な
・
が
・
ら
・
の
・
人
・
殺
・
し
・
だ」（傍点筆者）。この返答が持つインターテク
スチュアルな逐字性に誤解の余地は無いだろ
うが，その内容，つまりキドーの二重性の否定
は，その逐字相的修辞形式と明らかに矛盾して
おり，それがビルの限界である。
25) キドーがビルに「あなたはほんとうはやさし
い」と語ることは，ビル自身のアイデンティ
ティを二重化しようとする試みである。
26) もちろん，逐字相的に（かつ記述相的にも）正
当なことに，最後の一撃の直前にキドーは一瞬
ためらいを見せる。つまり，彼女はビルへの復
讐において精神的に二重化されているのであ
り，それは注23で述べたビルの逐字相的精神
状態と鏡像的関係にある。
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